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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、2020年６月５日開催の取締役会において、2020年10月21日に開催予定の定時株主総会決議

による承認及び必要に応じ所管官公庁の許認可が得られることを条件として、2021年２月１日を効力

発生日として会社分割の方式により持株会社体制へ移行することを決議し、金融商品取引法第24条の

５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第７号の規定に基づき臨時報告書を提

出いたしました。

今般、当社は、2020年９月18日開催の取締役会において、2020年10月21日に開催予定の定時株主総

会決議による承認及び必要に応じ所管官公庁の許認可等が得られることを条件として、2021年２月１

日を吸収分割の効力発生日とした吸収分割契約の締結を承認することを決議し、未決定事項について

決定いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき臨時報告書の訂正報告書を

提出するものであります。
 

２【訂正事項】

２[報告内容]について、以下のとおり訂正いたします。
 

３【訂正内容】

訂正箇所は、下線を付して表示しております。
 

２[報告内容]

（訂正前）

(1)当該吸収分割の相手会社に関する事項

①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社鳥貴族ＪＡＰＡＮ

(2020年８月上旬設立予定)

本店の所在地 大阪府大阪市浪速区立葉一丁目２番12号

代表者の氏名 代表取締役社長　大倉　忠司

資本金の額 １百万円

純資産の額 １百万円

総資産の額 １百万円

事業の内容 飲食事業（ただし、本件吸収分割前は事業を行っておりませ

ん。）

 

②最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

2020年８月上旬に設立予定であるため、確定した事業年度はありません。

 

③大株主の名称及び発行済株式の総数に占める大株主の持株数の割合

株式会社鳥貴族(提出会社)　　100％

 

④提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社100％出資の子会社として設立される予定です。

人的関係 当社より取締役を派遣する予定です。

取引関係 営業を開始していないため、当社との取引関係はありません。

 

(2)省略
 

(3)吸収分割の方法、吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式

の数及びその他の吸収分割契約の内容

①吸収分割の方法

当社を分割会社とする会社分割により、分割する事業を当社が100％出資する子会社に承継させ

る予定です。
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②吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式の数

未定です。

 

③吸収分割の日程

分割準備会社設立承認取締役会 2020年６月５日

分割準備会社の設立 2020年８月上旬(予定)

吸収分割契約承認取締役会 2020年９月18日(予定)

吸収分割契約締結 2020年９月18日(予定)

吸収分割契約承認定時株主総会 2020年10月21日(予定)

吸収分割の効力発生日 2021年２月１日(予定)

 

 

④その他の吸収分割契約の内容

未定です。

 

(4)吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

未定です。

 

(5)吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の

額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社鳥貴族ＪＡＰＡＮ

本店の所在地 大阪府大阪市浪速区立葉一丁目２番12号

代表者の氏名 代表取締役社長　大倉　忠司(予定)

資本金の額 未定

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 飲食事業
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（訂正後）

(1)当該吸収分割の相手会社に関する事項

①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社鳥貴族分割準備会社

(2020年８月７日設立)

本店の所在地 大阪府大阪市浪速区立葉一丁目２番12号

代表者の氏名 代表取締役社長　大倉　忠司

資本金の額 １百万円

純資産の額 １百万円

総資産の額 １百万円

事業の内容 飲食事業（ただし、本件吸収分割前は事業を行っておりませ

ん。）

 

②最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

2020年８月７日に設立しており、確定した事業年度はありません。

 

③大株主の名称及び発行済株式の総数に占める大株主の持株数の割合

株式会社鳥貴族(提出会社)　　100％

 

④提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社100％出資の子会社であります。

人的関係 当社より取締役を１名派遣しております。

取引関係 営業を開始していないため、当社との取引関係はありません。

 

(2)省略
 

(3)吸収分割の方法、吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式

の数及びその他の吸収分割契約の内容

①吸収分割の方法

当社を分割会社とする会社分割により、分割する事業を当社が100％出資する子会社に承継させ

る予定です。

 

②吸収分割会社となる会社に割り当てられる吸収分割承継会社となる会社の株式の数

吸収分割承継会社である株式会社鳥貴族分割準備会社は、本件分割に際して普通株式900株を発

行し、これを全て吸収分割会社である当社に割当て交付いたします。

 

③吸収分割の日程

分割準備会社設立承認取締役会 2020年６月５日

分割準備会社の設立 2020年８月７日

吸収分割契約承認取締役会 2020年９月18日

吸収分割契約締結 2020年９月18日

吸収分割契約承認定時株主総会 2020年10月21日(予定)

吸収分割の効力発生日 2021年２月１日(予定)

 

④その他の吸収分割契約の内容

当社と吸収分割承継会社が2020年９月18日に締結しました吸収分割契約の内容は次のとおりで

あります。
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株式会社鳥貴族（以下、「甲」という。）と株式会社鳥貴族分割準備会社（以下、「乙」という。）と

は、甲の事業のうち、飲食事業（以下、「本件事業」という。）に関して甲が有する権利義務を乙に承

継させる吸収分割（以下、「本件分割」という。）に関し、次のとおり分割契約（以下、「本契約」と

いう。）を締結する。
 

第一条　（当事者の商号及び住所）

　本件分割にかかる、吸収分割会社と吸収分割承継会社の商号及び住所は次のとおりである。

（甲）吸収分割会社

商号：株式会社鳥貴族

住所：大阪市浪速区立葉一丁目２番12号

（乙）吸収分割承継会社

商号：株式会社鳥貴族分割準備会社

住所：大阪市浪速区立葉一丁目２番12号
 

第二条　（承継する資産、債務、雇用契約その他の権利義務）

1．乙が本件分割により甲から承継する資産、債務、雇用契約その他の権利義務（以下、「本

承継対象権利義務」という。）は、別紙「承継権利義務明細表」記載のとおりとする。

2．前項にかかわらず、本承継対象権利義務のうち（ⅰ）法令、条例等により本件分割による

承継ができないもの、又は（ⅱ）本件分割による承継に関し契約上の定めに基づき重大な

支障が生じ若しくは生じる可能性があるものについては、甲及び乙協議の上、これを承継

対象から除外することができる。

3．第1項の規定により乙が甲から承継する債務については、甲は、すべて重畳的に債務を引き

受けるものとする。ただし、この場合における甲乙間の最終的な債務の負担者は乙とし、

当該承継する債務について、甲が履行その他の負担をしたときは、甲は乙に対しその負担

の全額について求償することができるものとする。
 

第三条　（吸収分割に際して交付する金銭等）

　乙は、本件分割に際して、甲に対し、乙の普通株式900株を新たに発行し、そのすべてを本

承継対象権利義務に代わり割当交付する。
 

第四条　（乙の資本金等の額）

　本件分割により増加する乙の資本金及び準備金の額は、次のとおりとする。ただし、本件分

割がその効力を生ずる日（以下、「効力発生日」という。）における本件事業における資産及

び負債の状態により、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

（1） 資本金 9,000,000円

（2） 資本準備金 0円

（3） その他資本剰余金 株主資本等変動額から、前各号の額を減じて得

た額

（4） 利益準備金 0円

（5） その他利益剰余金 0円

 

第五条　（効力発生日）

　効力発生日は、2021年2月1日とする。ただし、手続進行上の必要性その他の事由により必要

な場合には、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。
 

第六条　（株主総会の承認）

1．甲は効力発生日の前日までに、株主総会を開催し、本契約の承認及び本件分割に必要な事

項に関する決議を求める。ただし、手続進行上の必要性その他の事由により必要な場合に

は、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

2．乙は、本契約の承認及び本件分割に必要な事項に関する株主総会決議については、効力発

生日の前日までに、これを得るものとする。
 

第七条　（商号変更）
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　本件分割の効力発生を条件として、効力発生日をもって、甲は、株式会社鳥貴族ホールディ

ングスに商号変更するものとし、乙は、株式会社鳥貴族に商号変更するものとする。
 

第八条　（競業避止義務）

　甲は、本件分割後においても、本件事業及びこれに類似する事業について、一切競業避止義

務は負わない。
 

第九条　（会社財産の管理等）

　甲及び乙は、本契約締結後効力発生日に至るまで、善良なる管理者として注意をもってそれ

ぞれの業務の執行及び財産の管理運営を行い、その財産及び権利義務に重大な影響を及ぼす行

為を行う場合には、あらかじめ甲及び乙協議の上、これを行うものとする。
 

第十条　（本契約の条件変更及び解除）

　本契約締結後効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、甲又は乙

の資産状態又は経営状態に重要な変動が生じた場合、法令に定める関係諸官庁等の承認が得ら

れなかった場合、又は本件分割の実行に重大な支障となる事態が生じた場合、その他本件分割

の目的の達成が困難となった場合には、甲及び乙協議の上、本件分割の条件を変更し、又は本

契約を解除することができる。
 

第十一条　（その他）

　本契約に定める事項のほか、本件分割に関し必要な事項については、本契約の趣旨に従い、

甲及び乙協議の上、これを決定する。
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別紙　承継権利義務明細表
 

乙は、本件分割により、本件分割の効力発生日における甲の本件事業に属する次に記載する資産、債

務、雇用契約その他の権利義務を甲から承継する。

なお、承継する権利義務のうち資産及び負債の評価については、2020年7月31日現在の貸借対照表そ

の他同日現在の計算を基礎とし、これに本件分割の効力発生日前日までの増減を加除した上で確定す

る。
 

1．承継する資産

(1)流動資産

本件事業に属する現金及び預金、預け金、商品及び製品、原材料及び貯蔵品、前払費用、その他

流動資産
 

(2)有形固定資産

本件事業に属する機械及び装置、車両運搬具、工具、器具及び備品、リース資産、建設仮勘定、

構築物、建物及び建物付属設備(鳥貴族大倉家等の調査目的店舗に係るものに限る)

 

(3)無形固定資産

本件事業に属する無形固定資産の一切。ただし、商標権等の知的財産権は承継されないものと

し、本件事業に必要であると認める知的財産権については、甲が乙にその使用権又は実施権を付

与するものとする。
 

(4)投資その他の資産

本件事業に属する出資金、差入保証金（鳥貴族大倉家等の調査目的店舗に係るものに限る）、そ

の他投資その他の資産
 

2．承継する負債

(1)流動負債

1年内返済長期借入金の一部、本件事業に属するリース債務、賞与引当金、その他流動負債
 

(2)固定負債

長期借入金の一部、本件事業に属するリース債務、退職給付引当金、その他固定負債
 

3．承継する雇用契約等

本件分割の効力発生の直前において甲が締結している一切の雇用契約及びこれに基づく権利義務の

一切。
 

4．承継するその他の権利義務等

(1)雇用契約以外の契約

本件事業に関して甲が締結した売買契約、取引基本契約、業務委託契約、請負契約、フランチャ

イズ契約、リース契約、金銭消費貸借契約、鳥貴族大倉家等の調査目的店舗に関する賃貸借契約

その他本件事業に関する一切の契約上の地位及びこれらの契約に基づき発生した一切の権利義

務。ただし、鳥貴族大倉家等の調査目的店舗以外の賃貸借契約並びに乙に承継されない資産及び

負債に附帯又は関連する契約上の地位及び当該契約に基づく権利義務を除く。

(2)許認可等

本件事業に関する許可、認可、承認、登録及び届出等のうち、法令上承継可能なもの。ただし、

甲が引き続き保有する必要のあるものを除く。

以上
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(4)吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

吸収分割承継会社である株式会社鳥貴族分割準備会社は当社の100％子会社であり、本件分割に

際して吸収分割承継会社が新たに発行する株式の全部を当社に交付するため、吸収分割承継会社

と当社との協議の上、割当株式数を決定いたしました。

 

(5)吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の

額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社鳥貴族

(2021年２月１日付で「株式会社鳥貴族分割準備会社」より商号

変更予定)

本店の所在地 大阪府大阪市浪速区立葉一丁目２番12号

代表者の氏名 代表取締役社長　大倉　忠司(予定)

資本金の額 10百万円

純資産の額 23百万円（概算）

総資産の額 2,202百万円（概算）

事業の内容 飲食事業

※上記純資産及び総資産の額は2020年７月31日現在の貸借対照表を基準に算出したものであり、

実際の額とは異なる可能性があります。

 

　　以上
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